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パートタイム労働者、契約労働者、派遣労働者など非正規労働者がこの十年間に急増し、

今や雇用労働者の３分の１を占めるに至っている。そして、これら非正規労働者の賃金、

労働条件は正規労働者に比較して低いという社会的な格差が目立つ。加えて、非正規労働

者には雇用保険、健康保険、厚生年金保険など公的な社会保険の適用についても格差が見

られる。このような雇用における格差は、社会的に公平・公正と言えるであろうか。 

本研究委員会は、こうした雇用形態における賃金、労働条件の格差について、労働法学

者、人的資源管理論、労使関係論、社会学、社会保障法の学識者および労働組合の雇用政

策担当者を委員に迎えて、12 回の研究委員会、２回の勉強会を開催し、検討を重ねた。そ

して、これらの議論を素材として、「雇用における公平・公正」の考え方、その現状、およ

び問題点について、各委員がそれぞれの専門分野から研究論文にまとめた。   

課題解決のためには均等・均衡の「公平」論を具体化する必要があり、さらに「公正」

論からは法的整備と手続き的公正の諸制度を促すことが必要になっている。本報告書は、

「雇用における公平・公正」の実現に向けて各分野において取り組むべき課題を提起して

いる。 
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